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1. 平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 36,319 23.8 2,342 63.3 2,482 46.4 1,456 △21.7
25年3月期 29,343 △9.9 1,434 △48.2 1,696 △39.1 1,859 4.0

（注）包括利益 26年3月期 2,364百万円 （△21.6％） 25年3月期 3,015百万円 （59.7％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 49.14 48.99 5.2 5.6 6.4
25年3月期 61.03 61.01 7.0 4.2 4.9

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 8百万円 25年3月期 17百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 45,778 29,029 62.9 959.56
25年3月期 42,496 27,165 63.4 914.98

（参考） 自己資本 26年3月期 28,801百万円 25年3月期 26,958百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 4,633 △2,493 △1,929 7,743
25年3月期 2,204 △3,800 1,261 7,031

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 908 49.2 3.4
26年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 884 61.0 3.2
27年3月期(予想) ― 15.00 ― 15.00 30.00 53.0

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,500 10.7 1,050 3.8 1,100 2.3 600 9.7 20.00
通期 40,000 10.1 2,800 19.6 2,800 12.8 1,700 16.8 56.60



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 2社 （社名）
IDEC DATALOGIC株式会社、データロ
ジックADC株式会社

、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 38,224,485 株 25年3月期 38,224,485 株
② 期末自己株式数 26年3月期 8,209,644 株 25年3月期 8,761,517 株
③ 期中平均株式数 26年3月期 29,642,534 株 25年3月期 30,474,045 株

（参考）個別業績の概要 

平成26年3月期の個別業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 24,293 10.2 596 87.5 1,973 65.0 1,419 △13.0
25年3月期 22,046 △14.2 317 △75.2 1,196 △44.6 1,631 7.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

26年3月期 47.89 47.74
25年3月期 53.54 53.52

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 34,474 20,586 59.5 683.85
25年3月期 33,755 19,439 57.4 657.61

（参考） 自己資本 26年3月期 20,525百万円 25年3月期 19,375百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務諸表に対する監査手続きが実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想値と
異なる場合があります。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　①当連結会計年度の概況

　当連結会計年度における世界経済は、米国においては、緩やかな回復基調にあり、欧州においても回復の兆し

が見られるなど、先進国を中心に緩やかな回復基調で推移した一方で、これまで成長を続けてきたアジア経済に

おいては、成長が鈍化傾向にあるなど、全体としてまだら模様で推移しました。

　わが国経済においては、金融緩和政策効果による円高の是正や株価の回復などにより、再生可能エネルギー分

野などを中心に緩やかに景気は拡大し、設備投資についても当連結会計年度後半にかけて、前年度を上回るなど

回復基調で推移しました。当社グループを取り巻く環境につきましても、輸出を中心とする設備投資の増加等も

あり、当社が所属する社団法人日本電気制御機器工業会の2013年度出荷高も前年度に対して増加するなど、堅調

に推移しました。

　そのような状況のなかで、当社グループでは、スイッチ事業を中心とする既存事業でのシェア拡大や海外市場

での事業拡大などによる基盤事業での収益性向上、環境・エネルギー分野を中心とした新規事業展開などに取り

組んでまいりました。

　その結果、当連結会計年度の売上高としては、太陽光発電用マネジメントシステムなどの環境関連ビジネスの

売上へ大きく貢献し、国内売上高は、231億８百万円（前年同期比21.0％増）となりました。また、海外売上高

は、販売数量の増加に加え、為替が米ドル、ユーロ、人民元に対して円安に推移したこともあり、132億１千１百

万円（前年同期比29.0％増）となりました。その結果、連結全体の売上高は、363億１千９百万円（前年同期比

23.8％増）となりました。

　営業利益は、前年同期に比べ、売上高増加による利益増加により23億４千２百万円（前年同期比63.3％増）と

なりました。経常利益は、前年同期に比べ、主として売上高増加による利益増加により24億８千２百万円（前年

同期比46.4％増）となりました。当期純利益は、退職給付制度終了益を計上したものの減損損失の計上などによ

り、14億５千６百万円（前年同期比21.7％減）となりました。

　なお、当期における対米ドルの平均レートは、100.17円（前年同期は82.92円で17.25円の円安）となりました。

　（セグメント別の業績）

　【日本】

　当連結会計年度後半にかけて新規設備投資が回復したことの影響を受け、売上高は、特に主力である制御用操

作スイッチや安全関連製品などの制御機器製品群において伸長しました。また再生可能エネルギー分野の成長を

背景に、その他の製品群の太陽光発電用電力マネジメントシステム関連製品の売上が大きく伸長した結果、売上

高は、前年同期に比べ、46億９千６百万円増収の280億５千４百万円（前年同期比20.1％増）となり、営業利益

は、前年同期に比べ、７億１千３百万円増益の、11億２千３百万円（前年同期比174.2％増）の営業利益となりま

した。

　【北米】

　前年同期に比して為替が米ドルに対して円安に推移したことに加え、米国の経済回復に伴い、現地通貨ベース

におきましても売上高、利益額共に堅調に推移しました。特に制御用操作スイッチや制御用リレーなどの制御機

器製品群、プログラマブルコントローラなどの制御装置及びＦＡシステム製品群が大きく伸長した結果、売上高

は、前年同期に比べ、９億８千２百万円増収の50億２千８百万円（前年同期比24.3％増）となり、営業利益は、

前年同期に比べ、９千９百万円増益の４億１千２百万円（前年同期比31.6％増）となりました。

　【欧州】

　当連結会計年度後半にかけて、長期化していた財政問題に底打ちに兆しが見え、緩やかながらも回復基調であ

ったことを背景に、現地通貨ベースにおきましてもプログラマブル表示器やペンダントなどの制御装置及びＦＡ

システム製品群の売上が増加しました。また前年同期に比して為替がユーロに対して円安に推移した結果、売上

高は、前年同期に比べ、１億８千８百万円増収の７億９千３百万円（前年同期比31.2％増）となり、営業利益は、

前年同期に比べ、２千７百万円増益の６千６百万円（前年同期比70.8％増）となりました。

　【アジア・パシフィック】

　中国市場を中心としたアジア経済の成長に鈍化傾向があったものの、現地通貨ベースにおきましても、中国市

場向け戦略商品ＨＳ５シリーズを始めとした安全スイッチを含む制御用操作スイッチや制御用リレーなどの制御

機器製品群や制御用周辺機器製品群の売上高が増加したことに加え、前年同期に比して為替が人民元に対して円
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安に推移した結果、売上高は、前年同期に比べ、19億７千５百万円増収の92億３千８百万円（前年同期比27.2％

増）となり、営業利益は、前年同期に比べ、１千９百万円増益の６億６千１百万円（前年同期比3.1％増）となり

ました。

　

　（製品別販売地域別の売上高）

　【制御機器製品】

　日本においては、当連結会計年度後半にかけて、新規設備投資需要が増加したことの影響により主力製品であ

る制御用操作スイッチ及び制御用リレーの売上が復調し、また、耐圧防爆構造のＬＥＤ照明器具であるＥＦ１Ａ

型を発売するなどでシリーズの充実を図った産業用ＬＥＤ関連製品が伸長しました。また、北米やアジア・パシ

フィックを中心とした海外地域においては、前年同期に比して為替が円安に推移したことも加え、制御用操作ス

イッチや制御用リレーが堅調に推移致しました。その結果、売上高は、前年同期に比べ、25億９千６百万円増収

の194億１千６百万円（前年同期比15.4％増）となりました。

※ＨＭＩ（Ｈｕｍａｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ：人と機械が触れ合う環境）の核となる盤面機器

「制御用操作スイッチ」、「表示灯」や、産業現場の安全を実現する「安全関連製品」のほか、「制御用リレー」、

「サーキットプロテクタ」、「センサ」のほかに、主として機械・装置に使用される「産業用ＬＥＤ関連製品」な

どの製品群です。

　【制御装置及びＦＡシステム製品】

　日本においては、当連結会計年度後半にかけて、新規設備投資需要が増加したことの影響によりプログラマブ

ル表示器及びプログラマブルコントローラの売上が復調し、また、北米地域を中心とした海外地域においては、

前年同期に比して為替が円安に推移したことも加え、プログラマブルコントローラが堅調に推移しました。その

結果、売上高は、前年同期に比べ、８億６千３百万円増収の43億１百万円（前年同期比25.1％増）となりました。

※機械・装置の頭脳の役割をする「プログラマブルコントローラ」や、快適な機械・装置の操作環境を実現する

「プログラマブル表示器」、「ペンダント」などの製品群です。

　【制御用周辺機器製品】

　アジア・パシフィック地域においては、アジア経済の成長鈍化の影響を受け、通信ターミナルなどが低調であ

りましたが、北米地域においては、電源機器やソケットなどが伸長し、また日本においては、当連結会計年度後

半にかけて、新規設備投資需要が増加したことの影響により通信ターミナルやコントロールボックスなどの売上

が復調した結果、売上高は、前年同期に比べ、３億３千７百万円増収の49億３千万円（前年同期比7.3％増）とな

りました。

※機械・装置などの制御部分の基礎として制御盤などに使用される機器「スイッチング電源」、「通信ターミナ

ル」、「端子台」、「ソケット」、「コントロールボックス」などの製品群です。

　【防爆・防災関連機器製品】

日本において、当連結会計年度後半にかけて、新規設備投資需要が増加したことの影響により、売上高は、前

年同期に比べ、６千万円増収の15億９千４百万円（前年同期比4.0％増）となりました。

※石油・化学プラントをはじめとした、爆発性のガスが存在する産業現場での事故を未然に防ぐ「本質安全防爆

機器」、「耐圧防爆機器」、「安全増防爆機器」や「防災機器及び関連機器」などの製品群です。

　【その他の製品】

日本においては、国内設備投資需要の減速の影響を受け、ＨＭＩソリューション製品などが減少した一方で、

太陽光発電用電力マネジメントシステムなどの環境関連製品の売上が大きく伸長した結果、売上高は、前年同期

に比べ、31億１千８百万円増収の60億７千６百万円（前年同期比105.4％増）となりました。

※ＨＭＩ（Ｈｕｍａｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ：人と機械が触れ合う環境）をトータルな視点か

ら考え、最適環境を提案・構築する融合型製品「ＨＭＩソリューション製品」、「セキュリティ製品」、環境問題

に対応した、工場や商業用施設向け「施設用ＬＥＤ照明機器」、再生可能エネルギーの利用を促進する「産業

用・家庭用太陽光発電用電力マネジメントシステム関連製品」や土壌・水質浄化にも活用可能な「微細気泡発

生装置（ＧＡＬＦ）」などの製品群です。
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　②次期の見通し

　世界の経済情勢は、米国では個人消費が牽引する形での底堅い回復が続き、欧州においても債務問題沈静化に

より回復が予想され、アジアにおいても成長率は鈍化するものの、安定的な成長が継続することが予測されます。

また、国内におきましては、消費税増税による一時的な個人消費の反動減が懸念されるものの、経済対策が景気

を下支えし、緩やかな回復基調が続くものと予測されます。

　このような状況のもと、当社グループでは、既存事業分野においては、成熟した国内市場でさらなる差別化に

よるシェア拡大、収益性の向上を図るとともに、成長する海外市場において体制を強化し着実に事業拡大を推進

しています。また、新規事業分野においては、社会的ニーズが高まっている環境・エネルギー分野や自動認識機

器市場を中心に、当社グループのコア技術を生かした製品およびシステムの提供によるビジネスの拡大を推進し

てまいります。

　上記を踏まえ、通期の連結業績予想は下記のとおりとなっております。

【連結業績見通し】

○ 売上高 40,000百万円（前期比10.1％増)

○ 営業利益 2,800百万円（前期比19.6％増)

○ 経常利益 2,800百万円（前期比12.8％増)

○ 当期純利益 1,700百万円（前期比16.8％増)
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（２）財政状態に関する分析

　 ①資産、負債、純資産の状況

　当連結会計年度末の総資産の額は、前連結会計年度末より32億８千２百万円増加し、457億７千８百万円とな

りました。これは、主に日本における売却により有形固定資産が８億６千８百万円減少した一方で、現金及び

預金が７億１千２百万円、有価証券が11億３千３百万円、たな卸資産が８億９千８百万円増加したことや株式

交換によりのれんが３億７千万円発生したことによるものです。

　負債の額は、前連結会計年度末より14億１千８百万円増加し、167億４千９百万円となりました。これは、主

に借入金の返済により９億３千３百万円、未払法人税等が２億２千３百万円減少した一方で、支払手形及び買

掛金が14億４千４百万円、前受金が８億３千２百万円増加したことによるものです。

　純資産の額は、利益剰余金が５億７千２百万円増加したことや、株式交換により自己株式のマイナス残高が

４億７千３百万円減少したことや為替換算調整勘定のマイナス残高が７億７千２百万円減少したことにより、

前連結会計年度末より18億６千３百万円増加し、290億２千９百万円となりました。

　 ②キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より７億１千２百万円増加し、77億４

千３百万円となりました。

　なお、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次の通りであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、46億３千３百万円の収入となりました。これは主に、法人税等の支

払により10億３千７百万円を支出した一方で、税金等調整前当期純利益が23億５千万円、減価償却費が16億９

千９百万円計上されたことや、前受金が８億３千１百万円増加したことによります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、24億９千３百万円の支出となりました。これは主に、有形固定資産

の売却により14億４百万円の収入となった一方で、有価証券の取得により11億３百万円、有形固定資産の取得

により19億２千７百万円を支出したことによるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、19億２千９百万円の支出となりました。これは主に、借入金の返済

により９億３千３百万円、配当金の支払いにより８億８千４百万円を支出したことよるものです。

　 ③キャッシュ・フロー関連指標の推移

第63期 第64期 第65期 第66期 第67期

自己資本比率(%) 68.3 67.5 67.5 63.4 62.9

時価ベースの自己資本比率
(%)

72.7 70.5 66.2 57.6 63.4

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(%)

183.2 139.3 174.2 351.8 143.7

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

35.9 38.1 30.4 45.7 75.0

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業活動によるキャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業活動によるキャッシュ・フロー／利払い

１．各指標は連結ベースの財務数値により計算しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。

３．キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。

４．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象

としております。
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社におきましては、財務体質と経営基盤の強化を図るとともに、安定的な配当の維持ならびに適正な利益の

還元を実施することを経営の最重要施策の一つとして認識し、中長期的な観点で株主資本利益率および株主資本

配当率の向上に努めてまいりました。一方で、内部留保につきましても、事業展開を勘案し、中長期的展望に立

った研究開発投資、生産合理化投資、情報化投資等に有効活用し企業体質と企業競争力のさらなる強化にも取り

組んでおります。さらに、利益還元の機動性を確保するために、取締役会決議による剰余金の配当が実施できる

旨を当社定款第41条に規定しております。

　以上の方針を踏まえ、当期の期末配当金につきましては、１株あたり15円とすることに決定いたしました。中

間配当金の15円と合わせ、１株当たり年間配当金は30円となります。今後の配当方針につきましては、引き続き

中間・期末配当を着実に実施することを基本に、株主の皆さまへの利益還元を重視したうえで、業績、外部環境

などの変化に対応した機動的配当政策を展開してまいります。

　なお、2015年３月期におきましては、１株当たり年間配当金は、30円（中間：15円、期末：15円）を予想して

おります。

（４）事業等のリスク

　最近の有価証券報告書（2012年６月18日提出）から新たなリスクが顕在化していないため、記載を省略してお

ります。当該有価証券報告書は、次のＵＲＬからご覧頂くことができます。

（当社ホームページ）

http://www.idec.com/

（金融庁ＥＤＩＮＥＴホームページ）

http://info.edinet-fsa.go.jp/
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２．企業集団の状況

　最近の有価証券報告書（2012年６月18日提出）における「事業の内容」及び「関係会社の状況」から重要な変更

がないため開示を省略しております。当該有価証券報告書は、次のＵＲＬからご覧頂くことができます。

（当社ホームページ）

http://www.idec.com/

（金融庁ＥＤＩＮＥＴホームページ）

http://info.edinet-fsa.go.jp/

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

　当社は、人間の自由な創造力を活かした「創造的経営」、現状を打破し常に時代の変化に挑戦し続ける「革新的

経営」を経営の基本姿勢としており、急速に発展する経済のグローバル化並びに市場環境の変化を視野に入れ、

「得意とする制御技術を駆使して顧客ニーズに応え、社会に貢献する」ということを、事業活動上の指針としてお

ります。また、株主をはじめとしたステークホルダーからの期待と信頼に応えるよう、グローバル連結経営に根

ざした優良企業グループとして永続的に成長することを目指し事業活動を推進しております。

（２）目標とする経営指標

　当社は、従来より目標とする主たる経営指標として「ＲＯＥの向上」を掲げており、さらには１株当たり当期

純利益（ＥＰＳ）を重視した経営計画を策定しております。ＲＯＥについては、「10％以上」を目標としており、

営業利益率の向上とＥＰＳとあわせて、常に高い目標に挑戦してまいります。

（３）投資単位の引下げに関する考え方及び方針等

　当社は、株式の流動性を高め、個人株主の増加を図ることを資本政策上の重要課題と認識しております。その

ため、利益還元の充実に加え、個人株主の皆さまにわかりやすい株主通信の作成やホームページの拡充などの対

応を進めております。

（４）中長期的な経営戦略と対処すべき課題

　世界の経済情勢は、米国では底堅い回復が続き、欧州においても債務問題沈静化により回復が予想され、アジ

アにおいても安定的成長が継続することが予測されます。また、国内においても経済対策が景気を下支えし、緩

やかな回復基調が続くものと予測されます。

　このような状況のもと当社グループでは、基盤事業での収益性向上、環境分野を中心とした新規事業拡大に取

り組んでおります。

①既存事業強化

　既存事業分野においては、成熟した国内市場で、機械安全、防爆安全分野をはじめとして、顧客ニーズに

基づく制御ソリューション展開を強化し、差別化によるシェア拡大、既存製品の収益性の向上を図ってまい

ります。そのための基盤としても、商品企画、設計開発、生産技術などの技術者を本社／技術研究センター

に結集し、顧客ニーズに即した製品、ソリューションを機動的に開発提供するとともに、既存製品の収益改

善にも一丸となって取り組んでいく体制を整備しました。

　また、成長、拡大するアジア市場において、リスク回避とともに地域に密着し「地産地消」の構造を構築

するためにタイでの生産、販売拠点の立ち上げを進めております。さらに今後アジアでも拡大が見込まれる

高度な自動化、省力化のニーズに対応していくためにも、中国にソフトウェア開発会社を設立し、顧客対応

力強化を図ってまいります。

②新規事業拡大

　新規事業分野においては、社会的ニーズが高まっている再生可能エネルギー分野において、ＩＤＥＣグル

ープのコア技術を活かしてパワーコンディショナおよび周辺システムを提供していくとともに、メガソーラ

ーシステムの設計から施工、保守メンテナンスまでワンストップで提供していくことで、顧客ニーズに対応

し、事業の拡大を推進してまいります。

　また、微細気泡生成技術（ＧＡＬＦ）を活用した汚染土壌浄化事業や実践型農業研究施設による農業のオ
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ートメーション化事業の立ち上げを進めてまいります。

　成長する自動認識機器市場においては、制御機器で培った技術を活かした製品開発に取り組むとともに、

世界有数の自動認識機器メーカーであるＤＡＴＡＬＯＧＩＣ社（イタリア）との戦略的なパートナーシップ

のもと、国内の自動認識機器の販売をＩＤＥＣ ＡＵＴＯ－ＩＤ ＳＯＬＵＴＩＯＮＳ株式会社に再編、集

約し、設計から販売まで一貫して推進する体制を整備しました。今後、当社技術を活かした製品、制御機器

と組み合わせたソリューションを提供し事業拡大を図ってまいります。

③事業基盤の整備

　確固たる事業基盤の整備のため、ＩＤＥＣグループとして改めて「顧客視点」を徹底し、顧客から真に選

ばれる「プリファード・サプライヤー」を目指します。また、新たな研究開発拠点での開発・生産のコラボ

レーションにより、ものづくり力を強化するとともに、プロダクト・ライフサイクル・マネジメントを徹底

し、さらなる収益性の向上を図ってまいります。

④ＣＳＲへの取り組み

　当社は、1945年の創業以来、「企業の発展を通じて社会に貢献する」ことを経営の基本方針のひとつとして

おり、長年の安全関連製品の開発実績に基づく「安全の普及」と「地球環境保護への貢献」をＣＳＲ活動の

中心に据えております。また、国連グローバル・コンパクトへの参加企業として、企業の社会的責任を果た

すための取り組みを積極的に推進しております。

　安全分野では、ものづくりに関する豊富な知識・経験と、機械安全に対する高度な知見を有した多数のセ

ーフティ・アセッサ有資格者を各部門に配置し、安全思想の社会への浸透および当社製品への反映、また安

全性と生産性の両立を目指した安全コンサルティングを展開しています。今後は国内のみならず、経済発展

を背景に産業現場の安全に対する意識の高まりが見られるアジア地域においても、「安全をつくる」このよう

な取り組みを推進してまいります。

　地球環境保護という点におきましては、再生可能エネルギーの活用促進という観点から、大規模な産業向

けから家庭環境向けまで幅広い範囲で太陽光発電における電力マネジメント事業に取り組み、環境・エネル

ギー問題への貢献に努めております。また、当社の技術・製品の組み合わせにより、お客さまのさまざまな

ニーズに対応する形で、社会的な環境配慮、環境負荷低減の取り組みに貢献しております。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,031 7,743

受取手形及び売掛金 5,614 5,919

有価証券 ― 1,133

商品及び製品 3,699 3,741

仕掛品 903 1,138

原材料及び貯蔵品 2,055 2,677

繰延税金資産 613 641

その他 661 727

貸倒引当金 △37 △39

流動資産合計 20,541 23,683

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,695 9,010

機械装置及び運搬具（純額） 707 778

工具、器具及び備品（純額） 512 992

土地 8,738 7,591

リース資産（純額） 337 244

建設仮勘定 3,781 285

有形固定資産合計 19,772 18,903

無形固定資産

ソフトウエア 404 392

リース資産 9 3

のれん ― 370

その他 17 85

無形固定資産合計 431 851

投資その他の資産

投資有価証券 824 857

長期貸付金 6 603

繰延税金資産 475 416

その他 543 560

貸倒引当金 △99 △97

投資その他の資産合計 1,750 2,339

固定資産合計 21,954 22,095

資産合計 42,496 45,778
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,928 4,373

短期借入金 6,697 5,897

1年内返済予定の長期借入金 133 83

リース債務 156 127

未払法人税等 517 293

未払金 515 773

未払費用 1,312 1,465

前受金 40 873

預り金 948 733

その他 83 272

流動負債合計 13,334 14,893

固定負債

長期借入金 108 25

リース債務 208 132

退職給付引当金 1,558 ―

退職給付に係る負債 ― 1,435

役員退職慰労引当金 57 57

資産除去債務 63 66

長期未払金 ― 138

固定負債合計 1,996 1,856

負債合計 15,330 16,749

純資産の部

株主資本

資本金 10,056 10,056

資本剰余金 9,690 9,722

利益剰余金 15,567 16,139

自己株式 △7,519 △7,045

株主資本合計 27,795 28,873

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7 117

為替換算調整勘定 △844 △72

退職給付に係る調整累計額 ― △117

その他の包括利益累計額合計 △837 △72

新株予約権 64 61

少数株主持分 142 166

純資産合計 27,165 29,029

負債純資産合計 42,496 45,778
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 29,343 36,319

売上原価 16,280 20,913

売上総利益 13,062 15,406

販売費及び一般管理費 11,627 13,063

営業利益 1,434 2,342

営業外収益

受取利息 25 22

受取配当金 25 16

為替差益 139 103

受取賃貸料 89 97

持分法による投資利益 17 8

その他 80 90

営業外収益合計 379 338

営業外費用

支払利息 48 59

減価償却費 23 94

その他 46 44

営業外費用合計 117 198

経常利益 1,696 2,482

特別利益

固定資産売却益 1,048 7

投資有価証券売却益 290 ―

負ののれん発生益 ― 15

退職給付制度終了益 ― 101

新株予約権戻入益 0 ―

特別利益合計 1,338 123

特別損失

段階取得に係る差損 ― 8

固定資産売却損 0 11

減損損失 ― 211

固定資産廃棄損 1 24

投資有価証券売却損 3 ―

投資有価証券評価損 49 ―

特別損失合計 54 255

税金等調整前当期純利益 2,980 2,350

法人税、住民税及び事業税 865 811

法人税等調整額 240 67

法人税等合計 1,106 878

少数株主損益調整前当期純利益 1,873 1,471

少数株主利益 13 15

当期純利益 1,859 1,456
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 1,873 1,471

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △65 109

為替換算調整勘定 1,207 782

その他の包括利益合計 1,141 892

包括利益 3,015 2,364

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,985 2,339

少数株主に係る包括利益 30 25
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 10,056 9,690 14,640 △6,395 27,992

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △933 　 △933

当期純利益 　 　 1,859 　 1,859

自己株式の取得 　 　 　 △1,136 △1,136

自己株式の処分 　 △0 　 12 12

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― △0 926 △1,123 △197

当期末残高 10,056 9,690 15,567 △7,519 27,795

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 72 △2,035 △1,962 58 114 26,202

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △933

当期純利益 　 　 　 　 　 1,859

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △1,136

自己株式の処分 　 　 　 　 　 12

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△65 1,190 1,125 5 28 1,160

当期変動額合計 △65 1,190 1,125 5 28 962

当期末残高 7 △844 △837 64 142 27,165
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 10,056 9,690 15,567 △7,519 27,795

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △884 　 △884

当期純利益 　 　 1,456 　 1,456

自己株式の取得 　 　 　 △0 △0

自己株式の処分 　 31 　 473 505

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― 31 572 473 1,077

当期末残高 10,056 9,722 16,139 △7,045 28,873

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 7 △844 ― △837 64 142 27,165

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △884

当期純利益 　 　 　 　 　 1,456

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △0

自己株式の処分 　 　 　 　 　 505

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
109 772 △117 765 △3 24 785

当期変動額合計 109 772 △117 765 △3 24 1,863

当期末残高 117 △72 △117 △72 61 166 29,029
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,980 2,350

減価償却費 1,335 1,699

減損損失 ― 211

のれん償却額 ― 9

負ののれん発生益 ― △15

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 △4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 94 ―

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― △347

受取利息及び受取配当金 △51 △38

支払利息 48 59

為替差損益（△は益） 0 △1

持分法による投資損益（△は益） △17 △8

投資有価証券売却損益（△は益） △287 ―

有価証券評価損益（△は益） 49 ―

固定資産売却損益（△は益） △1,047 3

固定資産廃棄損 1 24

売上債権の増減額（△は増加） 1,014 274

たな卸資産の増減額（△は増加） 86 △484

未収入金の増減額（△は増加） △145 59

仕入債務の増減額（△は減少） △852 782

前受金の増減額（△は減少） △42 831

未払金の増減額（△は減少） 0 165

預り金の増減額（△は減少） 135 △218

長期未払金の増減額（△は減少） ― 134

その他 △71 206

小計 3,221 5,694

利息及び配当金の受取額 50 38

利息の支払額 △48 △61

法人税等の支払額 △1,019 △1,037

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,204 4,633

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 ― △1,103

有形固定資産の取得による支出 △7,494 △1,927

有形固定資産の売却による収入 3,192 1,404

無形固定資産の取得による支出 △103 △242

国庫補助金の受入額 90 ―

投資有価証券の取得による支出 △2 △0

投資有価証券の売却による収入 649 0

関係会社出資金の払込による支出 △150 ―

長期貸付けによる支出 ― △600

長期貸付金の回収による収入 5 3

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

― △7

その他 12 △19

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,800 △2,493
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,500 △800

長期借入れによる収入 100 ―

長期借入金の返済による支出 △108 △133

自己株式の取得による支出 △1,134 △0

ストックオプションの行使による収入 10 53

配当金の支払額 △933 △884

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

リース債務の返済による支出 △171 △163

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,261 △1,929

現金及び現金同等物に係る換算差額 528 339

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 194 549

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ― 162

現金及び現金同等物の期首残高 6,836 7,031

現金及び現金同等物の期末残高 7,031 7,743
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

１．連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数 21社

連結子会社の名称

(１) ＩＤＥＣシステムズ＆コントロールズ（株）

(２) ＩＤＥＣロジスティクスサービス（株）

(３) ＩＤＥＣエンジニアリングサービス（株）

(４) ＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ（株）

(５) データロジックＡＤＣ（株）

(６) ＩＤＥＣ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

(７) ＩＤＥＣ ＣＡＮＡＤＡ，ＬＴＤ．

(８) ＩＤＥＣ Ａｕｓｔｒａｌｉａ Ｐｔｙ．Ｌｔｄ．

(９) ＩＤＥＣ Ｅｌｅｋｔｒｏｔｅｃｈｎｉｋ ＧｍｂＨ

(10) ＩＤＥＣ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ Ｌｉｍｉｔｅｄ

(11) ＩＤＥＣ ＩＺＵＭＩ ＡＳＩＡ ＰＴＥ ＬＴＤ．

(12) ＩＤＥＣ ＡＳＩＡ（ＴＨＡＩＬＡＮＤ）ＣＯ．，ＬＴＤ．

(13) 台湾愛徳克股份有限公司

(14) 台湾和泉電気股份有限公司

(15) 蘇州和泉電気有限公司

(16) ＩＤＥＣ ＨＯＮＧ ＫＯＮＧ ＣＯ．，ＬＴＤ．

(17) ＩＤＥＣ ＩＺＵＭＩ（Ｈ．Ｋ．） ＣＯ．，ＬＴＤ．

(18) 愛徳克電気貿易（上海）有限公司

(19) 和泉電気自動化控制（深圳）有限公司

(20) 和泉電気（北京）有限公司

(21) 愛徳克電子科技（上海）有限公司

　上記のうち、ＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ（株）、データロジックＡＤＣ（株）については、当連結会計年

度において株式交換により完全子会社となったため連結の範囲に含めております。

　なお、愛徳克電子科技（上海）有限公司については、当連結会計年度において新たに設立したため、連結の

範囲に含めております。

２．持分法の適用に関する事項

　持分法適用の関連会社数 1社

佐用・ＩＤＥＣメガソーラー有限責任事業組合

３．連結子会社の事業年度に関する事項

　連結子会社のうち蘇州和泉電気有限公司、愛徳克電気貿易（上海）有限公司、和泉電気自動化控制（深圳）有

限公司、和泉電気（北京）有限公司及び愛徳克電子科技（上海）有限公司の５社の決算日は、12月31日でありま

す。連結財務諸表の作成にあたって、これらの会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務

諸表を使用しております。
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４．会計処理基準に関する事項

(１) 重要な資産の評価基準及び評価方法

（イ）たな卸資産

主として総平均法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

（ロ）有価証券

その他有価証券

・時価のある有価証券

期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

・時価のない有価証券

移動平均法による原価法

（ハ）デリバティブ取引

・時価法

(２) 重要な減価償却資産の減価償却方法

（イ）有形固定資産（リース資産を除く）

　ＩＤＥＣ（株）及び国内連結子会社は、定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物

附属設備を除く）については定額法）を採用し、在外連結子会社については、主として定額法を採用して

おります。

　主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物及び構築物 ８年～38年

　機械装置及び運搬具 ２年～17年

　工具器具及び備品 ２年～15年

　また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から

５年間で均等償却する方法によっております。

（ロ）無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（主として５年）に基づく

定額法を採用しております。

（ハ）リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

(３) 重要な引当金の計上基準

（イ）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、主として一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等の特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（ロ）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規定に基づく期末要支給額を計上しておりま

す。

(４) 退職給付に係る会計処理の方法

　退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退

職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。

（イ）退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、期間定額基準によっております。

（ロ）過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理方法

　過去勤務費用は、主としてその発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（12年～13年）に

よる定額法により費用処理しております。

　数理計算上の差異は、主として各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（12年～17年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理し

ております。
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(５) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して

おります。なお、在外連結子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益

及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株

主持分に含めております。

(６) のれんの償却方法及び償却期間

　のれんはその効果が発現すると見積もられる期間（10年）で均等償却しております。

(７) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値変動について僅少なリスクしか負わない短期投資からなっております。

(８) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税の処理方法

　ＩＤＥＣ（株）及び国内連結子会社は、消費税及び地方消費税の会計処理について、税抜方式によってお

ります。

（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準等」の適用

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用

指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債

として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上し

ております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連

結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減し

ております。

　この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が1,435百万円計上されるとともに、その他の包括

利益累計額が117百万円減少しております。

　なお、１株当たり純資産の金額は3.90円減少しております。

　

(未適用の会計基準等)

「退職給付に関する会計基準」の適用

・「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日）

・「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日）

①概要

　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並び

に開示の拡充等について改正されました。

②適用予定日

　退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改正については、平成27年３月期の期首より適用予定です。

　なお、当該会計基準等には経過的な取り扱いが定められているため、過去の期間の連結計算書類に対して

は遡及適用しません。

③当該会計基準等の適用による影響

　連結計算書類作成時において連結計算書類に与える影響額は、現在評価中です。
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(表示方法の変更)

(貸借対照表)

　前連結会計年度において、「流動負債」の「その他」に含めていた「前受金」は金額的重要性が増したため、

当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映せるため、前連結会計年度の連

結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」に表示していた123百万円

は、「前受金」40百万円、「その他」83百万円として組み替えております。

(連結キャッシュ・フロー計算書)

　前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「前受金」は、

金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「その他」に表示していた△114百万円は、「前受金」△42百万円、「その他」△71百万円として組替えて

おります。

（８）連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

１．有形固定資産の減価償却累計額

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

有形固定資産の減価償却累計額 24,235百万円 24,698百万円

２．関連会社に対するものは以下のとおりであります。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

投資有価証券(株式) 131百万円 　 ―百万円

投資有価証券(出資金) 149 〃 143 〃

３．期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

受取手形 48百万円 　―百万円

(連結損益計算書関係)

１．期末たな卸高は収益性の低下による簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれてお

ります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

173百万円 △66百万円
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２．販売費及び一般管理費の内訳は以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

給料 3,667百万円 4,414百万円

賞与 579　〃 714　〃

退職給付費用 279　〃 298　〃

減価償却費 648　〃 862　〃

賃借料 594　〃 687　〃

研究開発費 2,394　〃 1,857　〃

その他 3,464　〃 4,226　〃

計 11,627百万円 13,063百万円

３．一般管理費に含まれる研究開発費の総額は以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

2,394百万円 1,857百万円

４．固定資産売却益の内容は以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

建物及び構築物 ―百万円 3百万円

機械装置及び運搬具 1　〃 0　〃

工具、器具及び備品 0　〃 3　〃

土地 1,046　〃 ―　〃

計 1,048百万円 7百万円

５．固定資産売却損の内容は以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

機械装置及び運搬具 0百万円 ―百万円

工具、器具及び備品 0　〃 0　〃

土地 ―　〃 10　〃

計 0百万円 11百万円

６．固定資産除却損の内容は以下のとおりであります。

　

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

建物及び構築物 1百万円 17百万円

機械装置及び運搬具 0　〃 0　〃

工具、器具及び備品 0　〃 5　〃

計 1百万円 24百万円
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(連結包括利益計算書関係)

１．その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

　

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

その他有価証券評価差額金

当期発生額 131百万円 170百万円

組替調整額 △237 〃 ―

税効果調整前 　△106 〃 170 〃

税効果額 △40 〃 　△60 〃

その他有価証券評価差額金 △65 〃 110 〃

為替換算調整勘定

当期発生額 1,207 〃 782 〃

その他の包括利益合計 1,141百万円 892百万円

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 38,224 ― ― 38,224

　
２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 7,113 1,661 13 8,761

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、平成24年11月２日の取締役会の決議による自己株式の取得1,661千株であります。
　

３．新株予約権等に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高
(百万円)当連結会計

年度期首
増加 減少

当連結会計
年度末

提出会社
ストック・オプション
としての新株予約権

― ― ― ― ― 64

合計 ― ― ― ― ― 64

　
４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成24年５月11日
取締役会

普通株式 466 15 平成24年３月31日 平成24年５月28日

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 466 15 平成24年９月30日 平成24年11月30日

　
（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

次のとおり、議決しております。

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年５月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 441 15 平成25年３月31日平成25年５月27日
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 38,224 ― ― 38,224

　
２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 8,761 0 552 8,209

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、株式交換による増加478千株、ストックオプションの権利行使による増加74千株
　

３．新株予約権等に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高
(百万円)当連結会計

年度期首
増加 減少

当連結会計
年度末

提出会社
ストック・オプション
としての新株予約権

― ― ― ― ― 61

合計 ― ― ― ― ― 61

　
４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成25年５月10日
取締役会

普通株式 441 15 平成25年３月31日 平成25年５月27日

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 442 15 平成25年９月30日 平成25年12月２日

　
（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

次のとおり、議決しております。

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年５月８日
取締役会

普通株式 利益剰余金 450 15 平成26年３月31日平成26年５月26日

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は以下のとおりであり

ます。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

現金及び預金勘定 7,031百万円 7,743百万円

現金及び現金同等物 7,031百万円 7,743百万円

なお、預入期間が３ヵ月を超える預金や、流動性が高く、容易に換金可能な、しかも価値変動リスクが僅少な短

期投資が含まれていないため「現金及び預金」勘定と「現金及び現金同等物」期末残高は一致しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、主として制御機器関連製品の製造及び販売を行っております。製造については、当社が主

に行っており、アジア・パシフィックの海外子会社２社より一部の製品及び部品の供給を受けております。国

内市場への販売は当社及び国内グループ会社が行っており、海外市場への販売は、主にその地域の海外子会社

により販売を行っております。現地法人は、それぞれ独立した経営単位であり、各地域に適した戦略を立案し

事業戦略を展開しております。

　したがって、当社グループは、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「北米」、「欧州」及び「アジア・パシフィック」の４つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額の算定方法

　報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と概

ね同一であり、セグメント間の内部取引及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

日本 北米 欧州
アジア・パ
シフィック

売上高

外部顧客に対する売上高 20,141 3,955 603 4,642 29,343

セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,216 90 1 2,620 5,929

計 23,357 4,045 605 7,263 35,272

セグメント利益 409 313 39 641 1,403

セグメント資産 30,507 5,240 423 7,311 43,483

その他の項目

減価償却費 1,042 83 0 109 1,236

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

7,104 15 0 518 7,638
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

日本 北米 欧州
アジア・パ
シフィック

売上高

外部顧客に対する売上高 24,591 4,943 793 5,992 36,319

セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,463 85 0 3,246 6,795

計 28,054 5,028 793 9,238 43,115

セグメント利益 1,123 412 66 661 2,264

セグメント資産 34,094 5,486 534 8,011 48,127

その他の項目

減価償却費 1,114 92 0 164 1,372

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

969 75 0 357 1,403

　

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 35,272 43,115

セグメント間取引消去 △5,929 △6,795

連結財務諸表の売上高 29,343 36,319

（単位：百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 1,403 2,264

セグメント間取引消去 31 78

連結財務諸表の営業利益 1,434 2,342

（単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 43,483 48,127

セグメント間調整額 △3,189 △6,890

全社資産（注） 2,203 4,533

連結財務諸表の資産合計 42,496 45,778

　(注) 全社資産は主に当社の長期投資資金（投資有価証券）等であります。

（単位：百万円）

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額（注） 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 1,236 1,372 ― ― ― ― 1,236 1,372

有形固定資産及び
無形固定資産の
増加額

440 1,403 ― ― △20 ― 419 1,403

　(注) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は主にセグメント間取引消去であります。

決算短信 （宝印刷）  2014年05月08日 18時36分 25ページ （Tess 1.40 20131220_01）



ＩＤＥＣ株式会社(6652) 平成26年３月期 決算短信

26

【関連情報】

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

制御機器製品
制御装置及び
ＦＡシステム

製品

制御用周辺機
器製品

防爆・防災関
連機器製品

その他の製品 合計

外部顧客への売上高 16,819 3,438 4,592 1,534 2,958 29,343
　
　

２．地域ごとの情報

（１）売上高

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　
（２）有形固定資産

（単位：百万円）

日本 北米 欧州
アジア・

パシフィック
合計

17,506 1,472 1 791 19,772
　
　

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%を占める相手先がないため、記載はありません。

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

制御機器製品
制御装置及び
ＦＡシステム

製品

制御用周辺機
器製品

防爆・防災関
連機器製品

その他の製品 合計

外部顧客への売上高 19,416 4,301 4,930 1,594 6,076 36,319
　
　

２．地域ごとの情報

（１）売上高

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　
（２）有形固定資産

（単位：百万円）

日本 北米 欧州
アジア・

パシフィック
合計

16,368 1,521 2,078 1,011 18,903
　
　

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%を占める相手先がないため、記載はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

（単位：百万円）

日本 北米 欧州
アジア・

パシフィック
全社・消去 合計

減損損失 211 ― ― ― ― 211
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

（単位：百万円）

日本 北米 欧州
アジア・

パシフィック
全社・消去 合計

当期償却額 9 ― ― ― ― 9

当期末残高 370 ― ― ― ― 370

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

当連結会計年度において、日本において15百万円の負ののれん発生益を計上しております。これは、ＩＤＥ

Ｃ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ（株）を完全子会社化したことによるものであります。
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(有価証券関係)

前連結会計年度

その他有価証券(平成25年３月31日)

　 (単位：百万円)

区分
連結決算日における
連結貸借対照表計上額

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

　 株式 197 168 29

連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

　 株式 329 347 △17

合計 527 515 11

(注) 当連結会計年度において、有価証券を下記のとおり売却しております。

売却額 649百万円

売却益 290百万円

売却損 ３百万円
また、有価証券について49百万円減損処理を行っております。

　なお、下落率が30～50％の株式の減損にあっては、個別銘柄ごとに、連結会計年度における最高値・最安値

と帳簿価格との乖離状況等保有有価証券の時価水準を把握するとともに発行体の外部信用格付や公表財務諸

表ベースでの各種財務比率の検討等により信用リスクの定量評価を行い、総合的に判断しております。

当連結会計年度

その他有価証券(平成26年３月31日)

　 (単位：百万円)

区分
連結決算日における
連結貸借対照表計上額

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

　 株式 637 439 197

連結貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

　 株式 60 75 △15

合計 697 515 182
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり純資産額 914円98銭 １株当たり純資産額 959円56銭

１株当たり当期純利益 61円03銭 １株当たり当期純利益 49円14銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

61円01銭
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

48円99銭

(注) 算定上の基礎

１．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益

科目
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

連結損益計算書上の当期純利益
(百万円)

1,859 1,456

普通株式に係る当期純利益(百万円) 1,859 1,456

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 30,474,045 29,642,534

当期純利益調整額(百万円) ― ―

潜在株式調整後１株当たり当期純利益
の算定に用いられた普通株式増加数の
主要な内訳(株)

　新株予約権 10,797 93,069

普通株式増加数(株) 10,797 93,069

希薄化効果を有しないため、潜在株式
調整後１株当たり当期純利益の算定に
含まれなかった潜在株式の概要

勤務を条件とするストックオ
プション１種類
(普通株式421,000株)

―

２．１株当たり純資産額

項目
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度

(平成26年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部合計額
(百万円)

27,165 29,029

普通株式に係る純資産額(百万円) 26,958 28,801

差額の主な内訳(百万円)

　新株予約権 64 61

　少数株主持分 142 166

普通株式の発行済株式数(株) 38,224,485 38,224,485

普通株式の自己株式数(株) 8,761,517 8,209,644

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

29,462,968 30,014,841

(株主資本の著しい変動)

　当社は、平成25年11月18日開催の取締役会決議に基づき、平成25年12月20日付で、ＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩ

Ｃ株式会社及びデータロジックＡＤＣ株式会社を完全子会社とする株式交換を実施しました。これにより、当連結

累計期間において、利益剰余金が227百万円減少し、自己株式が410百万円減少しております。この結果、当連結会

計期間末において利益剰余金が16,139百万円、自己株式が7,045百万円となっております。
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(企業結合等関係)

Ⅰ．株式交換によるＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ株式会社の完全子会社化

　１．企業結合の概要

① 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称 ＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ株式会社

事業の内容 自動認識機器製品の販売

② 企業結合を行った主な理由

　当社グループのもとで、日本市場に要求される製品の提供を行い、自動認識機器製品の販売強化を図る

ことを目的としております。

③ 企業結合日

平成25年12月20日

④ 企業結合の法的形式

株式交換による取得

⑤ 結合後企業の名称

ＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ株式会社

⑥ 取得した議決権比率

株式交換直前に所有していた議決権比率 50％

企業結合日に追加取得した議決権比率 50％

取得後の議決権比率 100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社が、株式交換によりＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ株式会社の議決権の100％を取得したことにより

ます。

　２．連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成26年１月１日から平成26年３月31日

　３．被取得企業の取得原価及びその内訳

企業結合日に交付した当社の普通株式の時価 137百万円

取得に直接要した費用 ２ 〃

取得原価 139百万円

　４．株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付した株式数

① 株式の種類別の交換比率

ＩＤＥＣ ＤＡＴＡＬＯＧＩＣ株式会社の普通株式１株：当社の普通株式49.44株

② 株式交換比率の算定方法

　本株式交換における株式の割当比率の公正性・妥当性を確保するため、第三者算定機関に株式交換比率

の算定を依頼し、提出された報告書に基づき当事者間で協議の上、算定しております。

③ 交付した株式数

148,320株

　５．被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

段階取得に係る差損 ８百万円

　６．発生した負ののれんの金額、発生原因

① 発生した負ののれんの金額

15百万円

② 発生原因

　株式の取得価額が受け入れた資産及び引き受けた負債の純額を上回ったため、その差額を負ののれんと

して処理しております。
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Ⅱ．株式交換によるデータロジックＡＤＣ株式会社の完全子会社化

　１．企業結合の概要

① 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称 データロジックＡＤＣ株式会社

事業の内容 自動認識機器製品の販売

② 企業結合を行った主な理由

　当社グループのもとで、日本市場に要求される製品の提供を行い、自動認識機器製品の販売強化を図る

ことを目的としております。

③ 企業結合日

平成25年12月20日

④ 企業結合の法的形式

株式交換による取得

⑤ 結合後企業の名称

データロジックＡＤＣ株式会社

⑥ 取得した議決権比率

株式交換直前に所有していた議決権比率 ―

企業結合日に追加取得した議決権比率 100％

取得後の議決権比率 100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が、株式交換によりデータロジックＡＤＣ株式会社の議決権の100％を取得したことによります。

　２．連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成26年１月１日から平成26年３月31日

　３．被取得企業の取得原価及びその内訳

企業結合日に交付した当社の普通株式の時価 305百万円

取得に直接要した費用 ５ 〃

取得原価 310百万円

　４．株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付した株式数

① 株式の種類別の交換比率

データロジックＡＤＣ株式会社の普通株式１株：当社の普通株式164.66株

② 株式交換比率の算定方法

　本株式交換における株式の割当比率の公正性・妥当性を確保するため、第三者算定機関に株式交換比率

の算定を依頼し、提出された報告書に基づき当事者間で協議の上、算定しております。

③ 交付した株式数

329,320株

　５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

379百万円

② 発生原因

　株式の取得価額が受け入れた資産及び引き受けた負債の純額を上回ったため、その差額をのれんとして

処理しております。

③ 償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却
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(開示の省略)

リース取引、関連当事者との取引、金融商品、デリバティブ取引、退職給付、賃貸等不動産、ストック・オプシ

ョン等、税効果会計、資産除去債務に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくない

と考えられるため開示を省略しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当事業年度
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,053 3,058

受取手形 439 329

売掛金 4,499 4,722

商品及び製品 1,515 1,552

仕掛品 565 626

原材料及び貯蔵品 1,546 1,460

前払費用 103 139

繰延税金資産 391 383

未収入金 359 420

支給材料未収入金 454 271

その他 155 32

貸倒引当金 △10 △60

流動資産合計 12,072 12,936

固定資産

有形固定資産

建物 11,967 15,026

減価償却累計額 △7,795 △7,819

建物（純額） 4,172 7,207

構築物 740 784

減価償却累計額 △610 △558

構築物（純額） 130 225

機械及び装置 4,842 4,814

減価償却累計額 △4,347 △4,286

機械及び装置（純額） 494 528

車両運搬具 73 71

減価償却累計額 △69 △69

車両運搬具（純額） 3 2

工具、器具及び備品 8,149 8,501

減価償却累計額 △7,785 △7,783

工具、器具及び備品（純額） 363 718

土地 8,377 6,929

リース資産 671 659

減価償却累計額 △345 △421

リース資産（純額） 325 237

建設仮勘定 3,609 274

有形固定資産合計 17,478 16,122
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当事業年度
(平成26年３月31日)

無形固定資産

ソフトウエア 366 357

リース資産 9 3

その他 15 15

無形固定資産合計 391 376

投資その他の資産

投資有価証券 543 713

関係会社株式 1,840 2,447

関係会社出資金 656 649

従業員に対する長期貸付金 6 3

関係会社長期貸付金 186 823

繰延税金資産 428 265

長期前払費用 6 5

差入保証金 307 305

保険積立金 72 91

その他 53 2

貸倒引当金 △289 △269

投資その他の資産合計 3,812 5,038

固定資産合計 21,682 21,538

資産合計 33,755 34,474

負債の部

流動負債

支払手形 225 327

買掛金 2,254 3,037

短期借入金 6,600 5,800

関係会社短期借入金 469 514

1年内返済予定の長期借入金 133 83

リース債務 149 124

未払金 478 727

未払費用 917 869

未払法人税等 328 52

未払消費税等 ― 133

預り金 926 712

その他 9 33

流動負債合計 12,492 12,415

固定負債

長期借入金 108 25

リース債務 203 129

退職給付引当金 1,396 1,070

役員退職慰労引当金 57 57

資産除去債務 56 57

長期未払金 ― 132

固定負債合計 1,823 1,471

負債合計 14,315 13,887
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当事業年度
(平成26年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,056 10,056

資本剰余金

資本準備金 5,000 5,000

その他資本剰余金 4,690 4,722

資本剰余金合計 9,690 9,722

利益剰余金

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 768 768

繰越利益剰余金 6,371 6,906

利益剰余金合計 7,139 7,674

自己株式 △7,519 △7,045

株主資本合計 19,367 20,408

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7 117

評価・換算差額等合計 7 117

新株予約権 64 61

純資産合計 19,439 20,586

負債純資産合計 33,755 34,474
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当事業年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高

製品売上高 20,985 21,881

商品売上高 1,061 2,412

売上高 22,046 24,293

売上原価

商品及び製品期首たな卸高 1,711 1,515

当期商品仕入高 1,186 2,531

当期製品製造原価 11,813 13,322

合計 14,711 17,368

他勘定振替高 336 1,522

商品及び製品期末たな卸高 1,515 1,552

売上原価合計 12,860 14,293

売上総利益 9,186 9,999

販売費及び一般管理費

販売費 2,756 2,565

一般管理費 6,111 6,838

販売費及び一般管理費合計 8,868 9,403

営業利益 317 596

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 498 1,043

為替差益 218 153

受取手数料 135 171

受取賃貸料 95 90

雑収入 49 42

営業外収益合計 999 1,504

営業外費用

支払利息 49 58

貸倒引当金繰入額 55 ―

減価償却費 10 52

雑損失 5 16

営業外費用合計 121 127

経常利益 1,196 1,973
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当事業年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 1,044 4

投資有価証券売却益 290 ―

退職給付制度終了益 ― 95

新株予約権戻入益 0 ―

特別利益合計 1,335 100

特別損失

固定資産売却損 ― 10

減損損失 ― 211

固定資産廃棄損 1 23

投資有価証券売却損 3 ―

投資有価証券評価損 49 ―

特別損失合計 53 245

税引前当期純利益 2,477 1,828

法人税、住民税及び事業税 574 298

法人税等調整額 270 109

法人税等合計 845 408

当期純利益 1,631 1,419
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

固定資産

圧縮積立金
繰越利益剰余金利益剰余金合計

当期首残高 10,056 5,000 4,690 9,690 ― 6,441 6,441

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　

固定資産圧縮積立金

の積立
　 　 　 　 768 △768 ―

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △933 △933

当期純利益 　 　 　 　 　 1,631 1,631

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　

自己株式の処分 　 　 △0 △0 　 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 　 　 △0 △0 768 △70 698

当期末残高 10,056 5,000 4,690 9,690 768 6,371 7,139

　

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △6,395 19,793 72 72 58 19,925

当期変動額 　 　 　 　 　 　

固定資産圧縮積立金

の積立
　 ― 　 　 　 ―

剰余金の配当 　 △933 　 　 　 △933

当期純利益 　 1,631 　 　 　 1,631

自己株式の取得 △1,136 △1,136 　 　 　 △1,136

自己株式の処分 12 12 　 　 　 12

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 △65 △65 5 △59

当期変動額合計 △1,123 △425 △65 △65 5 △485

当期末残高 △7,519 19,367 7 7 64 19,439
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　当事業年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

固定資産

圧縮積立金
繰越利益剰余金利益剰余金合計

当期首残高 10,056 5,000 4,690 9,690 768 6,371 7,139

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △884 △884

当期純利益 　 　 　 　 　 1,419 1,419

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　

自己株式の処分 　 　 31 31 　 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 　 　 31 31 535 535

当期末残高 10,056 5,000 4,722 9,722 768 6,906 7,674

　

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △7,519 19,367 7 7 64 19,439

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 △884 　 　 　 △884

当期純利益 　 1,419 　 　 　 1,419

自己株式の取得 △0 △0 　 　 　 △0

自己株式の処分 473 505 　 　 　 505

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 109 109 △3 106

当期変動額合計 473 1,040 109 109 △3 1,147

当期末残高 △7,045 20,408 117 117 61 20,586
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６．その他

（１）連結業績概要

（ ）内は前年度比 （単位：百万円、％）

　
平成25年３月期 平成26年３月期

平成27年３月期
(予想値)

売上高 29,343 (90.1) 36,319 (123.8) 40,000 (110.1)

営業利益 1,434 (51.8) 2,342 (163.3) 2,800 (119.6)

経常利益 1,696 (60.9) 2,482 (146.4) 2,800 (112.8)

当期純利益 1,859 (104.0) 1,456 (78.3) 1,700 (116.8)

（２）販売の状況

① 製品別売上高

（ ）内は前年度比 （単位：百万円、％）

　
平成25年３月期 平成26年３月期

平成27年３月期
(予想値)

制御機器製品 16,819 (94.8) 19,416 (115.4) 20,000 (103.0)

制御装置及び
ＦＡシステム製品

3,438 (81.6) 4,301 (125.1) 5,100 (118.6)

制御用
周辺機器製品

4,592 (89.2) 4,930 (107.3) 5,200 (105.5)

防爆・防災
関連機器製品

1,534 (105.7) 1,594 (104.0) 1,700 (106.6)

その他の製品 2,958 (73.9) 6,076 (205.4) 8,000 (131.6)

合計 29,343 (90.1) 36,319 (123.8) 40,000 (110.1)

② 販売地域別売上高

（ ）内は前年度比 （単位：百万円、％）

　
平成25年３月期 平成26年３月期

平成27年３月期
(予想値)

国内売上高 19,101 (88.7) 23,108 (121.0) 25,500 (110.3)

海外売上高

北米 3,928 (108.1) 4,894 (124.6) ― (―)

欧州 1,457 (63.5) 2,065 (141.7) ― (―)

アジア・
パシフィック

4,774 (95.0) 6,140 (128.6) ― (―)

その他の地域 80 (103.9) 111 (138.3) ― (―)

海外売上高 計 10,241 (92.8) 13,211 (129.0) 14,500 (109.8)

合計 29,343 (90.1) 36,319 (123.8) 40,000 (110.1)

（３）設備投資額

（ ）内は前年度比 （単位：百万円、％）

　
平成25年３月期 平成26年３月期

平成27年３月期
(予想値)

連結 5,701 (120.2) 2,277 (39.9) 1,400 (61.5)
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（４）減価償却費

（ ）内は前年度比 （単位：百万円、％）

　
平成25年３月期 平成26年３月期

平成27年３月期
(予想値)

連結 1,335 (99.9) 1,699 (127.3） 1,700 (100.0)

（５）研究開発費

（ ）内は各年度の売上高比 （単位：百万円、％）

　
平成25年３月期 平成26年３月期

平成27年３月期
(予想値)

連結 2,394 (8.2) 1,857 (5.1) 2,000 (5.0)

（６）四半期別業績（連結）

（ ）内は前年度比 （単位：百万円、％）

　
平成26年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年間計

売上高
7,646

(105.1)
9,975

(133.7)
9,314

(140.2)
9,383

(117.9)
36,319
(123.7)

営業利益
124

(28.6)
887

(170.0)
597

(357.7)
734

(235.6)
2,342

(163.3)

経常利益
175

(43.7)
900

(163.6)
742

(231.0)
665

(157.2)
2,482

(146.4)

当期純利益
24

(14.6)
522

(46.7)
444

(240.9)
465

(118.7)
1,456
(78.3)

（７）四半期別製品別売上高（連結）

（ ）内は前年度比 （単位：百万円、％）

　
平成26年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年間計

制御機器製品
4,495

(106.8)
4,819

(109.3)
4,807

(121.9)
5,294

(124.4)
19,416
(115.4)

制御装置及び
ＦＡシステム製品

1,022
(113.7)

1,091
(128.0)

1,010
(136.4)

1,177
(124.6)

4,301
(125.1)

制御用
周辺機器製品

1,128
(93.2)

1,229
(105.3)

1,192
(109.9)

1,378
(122.2)

4,930
(107.3)

防爆・防災
関連機器製品

318
(91.4)

417
(100.2)

391
(108.8)

467
(114.1)

1,594
(104.0)

その他の製品
681

(111.8)
2,417

(392.7)
1,912

(373.5)
1,065
(87.3)

6,076
(205.4)

合計
7,646

(105.1)
9,975

(133.7)
9,314

(140.2)
9,383

(117.9)
36,319
(123.8)
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